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併し、 あ、 した 切ない 気持ち をぢ つと 持って 歩いて 居 

ると 言 ふこと は、 此 上ない 張りつ めた ものである。 感 

傷と 謂へば 感傷で は あるが、 みじめながら、 小い なが 

ら ひとりの 気持ち を、 謙虚に、 而も 張り裂ける やうに 

持ちながら、 とぼく と 歩いて 居る の だ。 

タギ 

木の葉の さやぎ も、 草原の 輝き も、 水の 湍ち も、 家と 

家との た、 ず まひ も、 道の 迂リ も、 畠 や 田の 交錯して 

居る さま も、 一 つ/ \ 心に しみ^^と とりこまれて 行 

く。 

私が 旅 をしても、 この頃、 世間の 所謂 低 山ば かり を 歩 



いて 居る の は、 一 つ はさう したやる せない ものから 身 

を か はさう と 言 ふ 気がある に 違 ひない 

國木田 氏の 書き物に 執した 人々 の 間に は、 「忘れ 得ぬ 

人々」 と 言 ふ 短篇が、 よく 話題になる。 あれ は、 題目 

がま づ、 人々 の 聯想 を 活潑に はたらかす。 読む 以前 既 

に、 読者の 書く 小説が、 めい/ \ の 心 を 唆る ので ある。 

其から、 その 小説と、 獨 歩の 書いて ゐる こと、 が、 方 

向 を 一 つに する ものに あ ふと 満足 を 感じる。 ところが、 

國木田 氏の 一 つの 新し さで も ぁリ、 真の 新し さで はな 

いが、 —— 反語 的な 考へ方 • 物言 ひが、 聴く 人々 の 心 

を、 うつち やる。 さう 謂った 書き方に あ ふと、 読者 は 



る とないと に 繋らず、 大抵の 人 は、 此を 書かない こと 

はない ほどで ある。 其 だけに 早く 型の やうな ものが、 

人々 の 心々 を 支配して 居る。 其 型ら しい もの は、 土地 

の 味 も、 人の 心 も 見ない。 まして 旅行者 自身の 心の 推 

移な どに は、 貪 著 を 持たない やうな 書きぶ リを する こ 

とで ある。 謂 は > 叙事 一遍に 過ぎない。 近代の 紀行 は、 

殊に 漢文学 徒の 書いた もの を 目に おいて 居る。 だから、 

游 •：：. 記、 ：•：• 紀行な ど 言 ふ 文章が 持 つ て 居る 叙事 気 

分 を 外にして は、 書け なかった ので ある。 

旅の 日記に 哀愁の 漲って 居る の は、 恐らく 若 山 氏の 多 

くの 紀行で あらう。 今窆、 久しぶり にこれ を 見 かへ す 
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